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● 推進意見 ●

　合併市町村の中心地と周辺部に大きな格差が
生じるという意見もありますが、合併をする際
に十分協議をします。また、合併後も地域審議
会で市町村建設計画の執行状況をチェックして
いくことになりますので、バランスのとれたま
ちづくりを推進できます。

● 慎重意見 ●

　市町村建設計画に基づいて基盤整備等を行っ

ていくので、地域格差は生じないと言われてい

るが、投資効果等を考慮した場合中心地が優先

されると考えられるのではないでしょうか。

市町村合併

　合併により市の人件費が削減できませんか？

● 推進意見 ●

　行政の重複する管理部門（総務、人事、企画、

財政など）をまとめることができるので、人件

費を削減することができます。また、市町村長

や助役、収入役、議員、各種委員会委員などの

総数が減少し、経費を削減できます。

　合併をすると地域間格差が生じませんか？

● 慎重意見 ●

　市町村合併により市町村長や議員、行政の管

理部門などの人件費は削減できますが、各地域

への配慮が希薄になることが懸念されます。合

併を検討する前に、各地域が民間活用等により

合理化を進めることが先ではないでしょうか。

政策調整課
（緯内線314）

陰消防本部（緯66-1207）、坂本分署（緯68-5119）
隠消火器販売店　カーマホームセンター中津川店（緯66-6151）、コメリ落合店（緯61-3035）
　　　　　　　　フジヤホームセンター坂本店（緯68-4888）、苗木店（緯66-2483）
韻防災業者　　　東濃自動車商事防災部（緯66-3131）、禍コハラ防災（緯68-2512）

１　老朽消火器とは？

　今年３月に名古屋市、４月に北海道帯広市と相次いで死者を伴う消
火器の破裂事故が発生したことから、消防本部では、秋の火災予防運
動期間中に老朽消火器の一斉回収を実施します。

２　回収時期 １１月９日～１１月１５日（秋の火災予防運動期間中）

３　回収場所

４　回収料金 回収先や消火器の種類によって異なりますが、おおむね500円から1,000円程度です。

消火器販売店，防災業者においては、火災予防運動期間以外でも回収を実施しています。５　その他

下のような腐食のあるものは危険ですから、廃棄処理してください。

本
体
容
器

溶接部とその周辺の
腐食　あばた状の腐食 使用に耐えない変形

使用に耐えない鋭い
キズ層状はく離の腐食

亜鉛合金ダイカスト製のふたで、メッキの光沢がなくなり、シワ、スジ、表面にボツボツができたもの。メッキが
はがれ、その跡に白い結晶ができたもの。

ふ
た
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平成１３年度市税収入の内訳（当初予算）

構成比（％）金額（千円）税　　目

２７.９２,０６１,１００個人市民税

８.７６４０,３００法人市民税

４９.３３,６４９,７００固定資産税

１.１８２,０００軽自動車税

４.６３４０,３９３市たばこ税

０.０7鉱　産　税

０.１１０,５００特別土地保有税

７.９５８３,３００都市計画税

０.４３２,７００入　湯　税

１００.０７,４００,０００総　　　計

市税の窓口
市たばこ税・鉱産税・入湯税について

管理収税グループ

緯内線124・125

市税の納付・納税相談について

市税の口座振替について

市税の納めすぎ（過誤納税の還付・充当）について

納税に関する証明書の交付について

個人・法人市民税の課税について

市民税グループ

緯内線122・123

軽自動車税の課税について

原動機付自転車等のナンバープレートの交付について

個人・法人の所得に関する証明書の交付について

固定資産税・都市計画税の評価及び課税について
資産税グループ

緯内線135・144
特別土地保有税の課税について

土地・家屋に関する証明書の交付について

市税の種類
個人の前年中の所得に対してかかる税個人

市民税

普通税

市税

法人の所得に対してかかる税法人

土地・家屋・償却資産に対してかかる税金固定資産税

原動機付自転車・オートバイ・軽自動車等にかかる税金軽自動車税

たばこ製造業者等が、市内の小売店に売り渡したたばこの本数に応じてかかる税市たばこ税

鉱物の掘採事業にかかる税鉱　産　税

一定の面積以上の土地を保有している場合や取得した場合にかかる税特別土地保有税

都市計画区域内の土地・家屋にかかる税都市計画税
目的税

鉱泉浴場の入湯客にかかる税入　湯　税

　市役所では、市民の皆さんが豊かで健康な暮らしができるよう教育・

福祉・戸籍・住民登録、並びに道路・公園・上下水道の整備、防災対策

など日常生活にかかわりの深いさまざまな仕事をしています。

　これらの仕事を行うための費用は、みんなで出し合っていかなければ

なりません。これが『市税』なのです。

　市税は、市民の皆さんが明るく健康で、安心して暮らせるまちづくり

のための『会費』のようなものです。

11月11日～17日

　私たちの生活に欠かせない身近な税

金について、単に納めるだけでなく、

税金の仕組みや使い道についても、ぜ

ひこの機会に考えてみましょう！

普通税とは、税金の使い道が限定されていなくて、市が行うどのような事業の費用にも使うことができる税金です。
目的税とは、税金の使い道が限定されている税金です。例えば、都市計画税は「都市計画事業のための費用」に充てられます。

　平成13年度の一般会計当初予算額は１９３億２千万円
で、そのうち市税は７４億円、３８.3％を占めています。

―税務課へお越しの方には、税務受付窓口でご案内します―
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▼
１
日　

防
災
訓
練
が
苗
木
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
中
心
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

例
年
、
本
市
で
実
施
す
る
訓
練
は
県
の
各

関
係
機
関
か
ら
責
任
者
の
出
席
を
受
け
、

当
日
も
副
知
事
、
防
災
対
策
監
、
警
察
本

部
長
、
東
濃
振
興
局
長
、
消
防
関
係
の
皆

さ
ん
が
真
剣
な
訓
練
状
況
を
検
分
さ
れ

ま
し
た
。
市
内
の
関
係
者
、
市
民
の
熱
心

な
参
加
姿
勢
、
対
応
に
は
た
の
も
し
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
▼
２
日
〜
３
日　

専
門
家

の
参
加
の
も
と
に
「
恵
那
山
崩
壊
地
研
究

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
東
京
で
行
な
わ

れ
た
国
際
地
形
学
会
に
出
席
さ
れ
た
イ

ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ア

メ
リ
カ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
日
本
な
ど
の
地
形

学
者
の
う
ち
特
に
山
地
斜
面
崩
壊
を
研

究
し
て
い
る
人
に
呼
び
か
け
を
し
た
と

こ
ろ　

名
の
研
究
者
が
当
市
を
訪
れ
て

17

く
れ
ま
し
た
。
折
か
ら
鉱
物
博
物
館
で
開

催
中
の
「
濃
飛
流
紋
岩
」
に
関
す
る
イ
ベ

ン
ト
を
見
学
し
、
意
義
あ
る
行
事
で
あ
る

と
好
評
を
受
け
ま
し
た
。
市
の
国
際
交
流

事
業
検
討
委
員
会
委
員
長
・
千
葉
市
議
と

有
志
参
加
者
に
よ
る
「
交
流
会
」
も
遠
い

国
か
ら
の
訪
問
者
に
大
変
よ
ろ
ん
で
い

た
だ
き
、
酒
井
市
長
公
室
長
の
名
司
会
、

尾
関
助
役
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ

れ
る
あ
い
さ
つ
も
好
評
で
し
た
。
市
役
所

で
熱
心
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
さ
れ
た

（
写
真
①
②
）「
恵
那
山
崩
壊
地
」
に
関

す
る
知
見
を
防
災
行
政
に
活
か
し
て
い

く
よ
う
に
し
ま
す
。
▼
８
日　

山
口
村
馬

籠
宿
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
中
山
道
宿
場

会
議
木
曽
大
会
に
出
席
し
ま
し
た
。
滋
賀

県
、
群
馬
県
か
ら
の
参
加
者
も
あ
り
大
変

盛
会
で
し
た
。
長
野
県
田
中
知
事
は
「
中

津
川
市
を
訪
問
し
ま
す
」
と
言
っ
て
い
ま

し
た
の
で
、
県
境
に
立
地
す
る
本
市
と
し

て
は
大
い
に
対
話
を
し
な
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。
▼　

日　

阿
木
地
区
に
老

23

人
介
護
施
設
シ
ク
ラ
メ
ン
が
完
成
し
ま

し
た
。
高
齢
化
社
会
の
進
む
中
、
す
ば
ら

し
い
自
然
環
境
の
中
に
施
設
機
能
の
充

実
し
た
事
業
の
実
施
は
、
関
係
者
各
位
の

努
力
の
結
晶
だ
と
思
い
ま
す
。
▼　

日　
29

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
話
題
の
多
い
今

日
、
そ
の
最
先
端
を
行
く
活
動
状
況
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
国
際
協
力
講
座
「
国
境

な
き
医
師
団
」
講
演
会
で
話
さ
れ
た
永
井

真
理
医
師
（
写
真
③
）
は
、
命
の
保
証
さ

え
危
う
い
中
近
東
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
詳
細
に
報
告
し
、「
何
故
そ
こ
ま

で
あ
な
た
が
参
加
す
る
の
か
」
と
尋
ね
ら

れ
た
こ
と
に
「
私
は
、
こ
う
し
た
こ
と
が

好
き
だ
か
ら
で
す
」
と
淡
々
と
話
す
そ
の

様
子
に
は
、
参
加
者
の
市
民
は
心
を
う
た

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
学
生
の
方
の
姿

が
会
場
に
見
ら
れ
た
の
を
大
変
う
れ
し

く
思
い
ま
し
た
。

市　

長　

中
川　

鮮

▼
１
日　

防
災
訓
練
▼
２
日　

恵
那

山
崩
壊
地
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
▼
３
日　

ク
ア
リ
ゾ
ー
ト
取
締
役
会
・
恵
那
山

崩
壊
地
研
究
会
▼
４
日　

議
会
運
営

委
員
会
・
明
知
鉄
道
特
別
列
車
試
乗

▼
５
日　

東
濃
圏
域
経
済
懇
話
会

▼
６
日　

９
月
議
会
本
会
議
・
議
会

全
員
協
議
会
▼
７
日　

古
橋
翁
顕
彰

祭
・
自
治
体
チ
ャ
ン
ネ
ル
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
・
ふ
る
さ
と
み
な
さ
ま
劇
場

▼
８
日　

防
災
ヘ
リ
視
察
・
中
山
道

宿
場
会
議
木
曾
大
会
▼
９
日　

健
康

福
祉
さ
わ
や
か
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・

故
杉
本
英
夫
氏
葬
儀
▼　

日　

行
政

10

懇
談
会
▼　

日　

行
政
相
談
員
東
濃

11

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
▼　

・　

日　

本
会

13

14

議
（
一
般
質
問
）
▼　

日　

総
務
文

17

教
委
員
会
▼　

日　

民
生
委
員
会

18

▼　

日　

経
済
建
設
委
員
会
▼　

日

19

20

議
会
運
営
委
員
会
▼　

日　

本
会
議

21

▼　

日　

新
規
採
用
職
員
面
接
▼　

22

23

日　

シ
ク
ラ
メ
ン
竣
工
式
・
岐
阜
県

菊
花
連
盟
展
中
津
川
大
会
▼　

日　
25

東
濃
振
興
局
へ
中
津
川
、
山
口
線
要

望
・
農
林
政
策
審
議
会
▼　

日　

広

26

域
行
政
組
合
正
副
管
理
者
会
議
・
岐

阜
県
市
長
会
役
員
会
▼　

日　

全
国

27

大
会
出
場
者
激
励
会
・
定
例
記
者
会

見
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
広
済
寮

祝
賀
会
▼　

日　

お
昼
の
ほ
っ
と
コ

28

ン
サ
ー
ト
・
高
齢
者
交
通
安
全
推
進

大
会
▼　

日　

国
際
協
力
講
座
「
国

29

境
な
き
医
師
団
」
講
演
会
▼　

日　
30

飛
騨
、
美
濃
歌
舞
伎
大
会

▼
４
日　

前
姉
妹
都
市
友
好
推
進
協

会
長　

故
杉
本
英
夫
氏
香
典
等
１
万

９
千
４
５
０
円
▼　

日　

東
濃
地
域

12

首
長
連
絡
協
議
会
意
見
交
換
会
会
費

８
千
８
３
２
円
・
介
護
保
険
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
研
修
会
参
加
費
１
万
円
▼　
19

日　

水
曜
会
会
費
千
円
▼　

日　

特

23

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
シ
ク
ラ
メ
ン
竣

工
式
会
費
１
万
円
▼　

日　

美
濃
加

24

茂
市
収
入
役
・
野
呂
武
人
氏
香
典
５

千
円 

　

市
長
交
際
費
の
支
出
状
況

―９月―

①

②

③
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９
月
議
会
で
「
中
津
川
市
暴

走
族
根
絶
の
推
進
に
関
す
る
条

例
」
が
可
決
さ
れ
、
９
月
末
に

公
布
・
施
行
し
ま
し
た
。

　

単
独
の
条
例
制
定
は
県
下　
14

市
で
は
２
番
目
で
あ
り
、
今
後

中
津
川
警
察
署
に
よ
る
取
締
り

の
強
化
と
歩
調
を
合
わ
せ
、

「
暴
走
で
な
く
す
な
青
春　

か

け
る
な
迷
惑
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
根
絶
に
向
け
た
施
策
等
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

当
地
域
に
お
け
る
暴
走
族
の

実
態
は
、
週
末
の
深
夜
を
中
心

に
市
街
地
か
ら
そ
の
周
辺
の
幹

線
道
路
で
爆
音
暴
走
行
為
を
行

う
も
の
で
、
安
眠
妨
害
で
お
困

り
の
市
民
も
多
く
、
警
察
へ
は

年
間
１
５
０
件
程
度
の
通
報
が

あ
り
ま
す
が
、
取
締
り
だ
け
で

は
対
策
と
し
て
不
十
分
な
の
が

実
情
で
す
。

　

暴
走
族
の
根
絶
は
、
安
全
な

市
民
生
活
の
確
保
と
平
穏
な
社

会
を
取
り
戻
す
た
め
に
も
、
ま

た
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た

め
に
も
大
変
重
要
な
こ
と
で
す
。

　

条
例
で
は
、
市
・
市
民
・
事

業
者
・
関
係
行
政
機
関
及
び
関

係
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
む
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務

を
掲
げ
、
市
の
施
策
へ
の
協
力

や
、
暴
走
行
為
を
発
見
し
た
場

合
の
警
察
へ
の
通
報
、
ま
た
事

業
者
に
は
暴
走
行
為
を
助
長
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
部
品
等
の
販

売
自
粛
等
に
努
め
て
い
た
だ
く

こ
と
を
骨
子
と
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
時
代
を
担
う
青
少
年
の

健
全
育
成
を
図
り
、
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
市
民
の
生
活

環
境
確
保
の
た
め
に
、
関
係
の

事
業
者
を
は
じ
め
市
民
の
皆
さ

ん
の
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

環
境
課
（
緯
内
線　

）
141

　

従
来
、
繊
維
類
（
古
着
、
ボ

ロ
布
等
）
は
資
源
回
収
に
出
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
を
し

て
い
ま
す
が
、
や
む
な
く
燃
え

る
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
る
場
合

は
、
処
理
の
都
合
上
、
次
の
よ

う
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
ご
み
は
必
ず
収
集
日
の
朝
に

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
繊
維
類
の
み
で
は
出
さ
な
い

　

で
、
他
の
燃
え
る
ご
み
に
混

　

ぜ
て
袋
の
下
部
に
入
れ
、
生

　

ご
み
の
水
分
吸
収
に
利
用
す

　

る
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。

③
や
む
な
く
繊
維
類
の
み
で
出

　

す
場
合
は
、
で
き
る
限
り
細

　

か
く
切
断
し
て
く
だ
さ
い
。

　

の
ら
猫
に
関
す
る
苦
情
は
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
「
生
ご
み
を

荒
ら
さ
れ
集
積
場
に
ご
み
が
散

乱
し
た
」
、
「
宅
地
に
糞
を
さ
れ

た
」、「
車
に
傷
を
つ
け
ら
れ
た
」

な
ど
で
す
。

　

猫
を
飼
っ
て
お
ら
れ
る
方
は

生
ま
れ
た
猫
を
絶
対
に
捨
て
な

い
よ
う
に
し
、
不
必
要
な
子
猫

を
作
ら
な
い
よ
う
避
妊
・
去
勢

手
術
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
の
ら
猫
に
か
わ
い
そ

う
と
餌
を
あ
げ
る
方
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
が
、
一
時
の
感
情
だ

け
で
無
責
任
な
こ
と
は
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

か
わ
い
そ
う
な
の
ら
猫
を
な

く
し
、
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
ア
ニ
マ

ル
（
伴
侶
動
物
）
と
し
て
共
生

で
き
る
社
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　
　

ご
み
減
量
美
化
推
進
課

（
緯
内
線　

）
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の
ら
猫
に
つ
い
て
の

　

お
願
い

 
古
着
、
ボ
ロ
布
等
繊
維
類
の  

 
出
し
方
に
つ
い
て

　

地
球
環
境
問
題
は
み
ん
な
が

被
害
者
で
あ
る
と
同
時
に
加
害

者
で
も
あ
り
、
そ
の
影
響
が
極

め
て
長
期
間
に
わ
た
る
と
い
う

側
面
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
生
ま
れ
る
命
の
た
め
に
も
、

今
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
ま

ず
や
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

自
動
車
の
排
出
ガ
ス
に
は
地

球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸

化
炭
素
が
含
ま
れ
る
た
め
、
身

近
な
温
暖
化
防
止
対
策
と
し
て
、

停
車
中
に
は
エ
ン
ジ
ン
を
止
め

る
「
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ

プ
運
動
」
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

①
自
販
機
や
店
で
の
買
い
物
時

②
同
乗
者
を
残
し
て
車
を
離
れ

　

る
時

③
暖
気
運
転
は
必
要
最
小
限
に

　

車
の
排
出
ガ
ス
は
エ
ン
ジ
ン

始
動
時
に
多
量
に
出
ま
す
が
、

実
験
で
は　

秒
以
上
停
止
す
る

22

な
ら
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
た
方
が

排
出
量
が
少
な
く
済
む
と
い
う

結
果
が
出
て
い
ま
す
。

環
境
課
（
緯
内
線　

）
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―
か
わ
い
い
子
や
孫
の
た
め
に
、
今
で
き
る
こ
と
―

  
こ
ん
な
時

  
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ

第44号

　

暴
走
行
為
を
な
く
そ
う

　

エ
ン
ジ
ン
を
止
め
る

　

め
や
す
は　

秒
22

区　
　
　

分

乗
用
車（
ガ
ソ
リ
ン
車
）

小
型
ト
ラ
ッ
ク（
２
ｔ
車
）

中
型
ト
ラ
ッ
ク（
４
ｔ
車
）

大
型
ト
ラ
ッ
ク（　

ｔ
車
）

10

（
環
境
省
資
料
よ
り
）

ア
イ
ド
リ
ン
グ　

分
間

10

あ
た
り
の
二
酸
化
炭
素

排
出
量（
炭
素
換
算
）

　

扱
90

　

〜　

扱

58

87

　

〜
１
２
０
扱

94１
６
０
〜
２
２
０
扱

　チラシ「ごみの出し方」　　
　の訂正

　６月に配布しましたチラシ、
平成13年度版「ごみの出し
方」のリサイクルボックスの
項目に、「雑誌等は八百健製紙
へ直接搬入」とありますが、
現在は搬入できませんので訂
正します。　　

ご
み
の
排
出
量
（
可
燃
物
）

平
成　

年
９
月　

５
６
１
扱

12

平
成　

年
９
月　

５
２
７
扱

13

（
清
掃
セ
ン
タ
ー
収
集
分
・
個
人

持
込
分
の
可
燃
物
及
び
木
く
ず

等
の
量
を
一
人
一
日
当
り
に
換

算
し
た
も
の
で
す
）
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「
健
康
日
本　

」
と
い
う
言
葉

21

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

現
在
日
本
は
世
界
一
の
長
寿

国
で
す
。
人
生　

年
と
も
い
わ

90

れ
、
１
０
０
歳
以
上
人
口
も
増

加
し
て
い
ま
す
。 

　

人
生
を
健
康
で
心
豊
か
に
過

ご
す
た
め
、
生
活
習
慣
病
を
予

防
し
、
痴
呆
や
寝
た
き
り
に
な

ら
な
い
状
態
で
生
活
で
き
る
よ

う
供
健
康
寿
命
僑
を
の
ば
す
こ

と
を
目
標
に
、
個
人
の
力
と
社

会
の
力
を
合
わ
せ
て
国
民
の
健

康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

グ
ラ
フ
①
は
中
津
川
市
と

県
・
国
の
栄
養
充
足
率
を
比
較

し
た
も
の
で
す
。 

グ
ラ
フ
の
見

方
と
し
て
は
１
０
０
％
で
ち
ょ

う
ど
必
要
量
が
満
た
さ
れ
て
い

る
状
態
で
す
。

　

中
津
川
市
は
国
・
県
と
同
様

に
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
量
が
不

足
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　

カ
ル
シ
ウ
ム
は
骨
や
歯
を
丈

夫
に
保
つ
た
め
に
、
成
人
は
一

日
６
０
０
葵
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
女
性
は
特
に
閉
経
後
、

骨
が
ス
カ
ス
カ
に
な
る
骨
粗

し
ょ
う
症
に
な
り
や
す
く
な
る

た
め
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
毎
日
意

識
し
て
摂
る
よ
う
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

　

高
血
圧
や
脳
卒
中
予
防
の
た

め
に
「
健
康
日
本　

」
で
は
供
塩

21

分
は
一
日　

ｇ
未
満
僑
が
望
ま

10

し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

グ
ラ
フ
②
か
ら
（
こ
の
食
塩

に
は
、
塩
分
を
含
む
す
べ
て
の

食
品
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
）
、
中

津
川
市
は
平
成
８
年
に　

・
１

16

ｇ
と
か
な
り
摂
り
す
ぎ
の
傾
向

に
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成　

年
12

は　

・
１
ｇ
と
4
年
間
で
４
ｇ

12
の
減
塩
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、　

ｇ
未
満
に
す
る

10

に
は
ま
だ
２
・
１
ｇ
以
上
の
減

塩
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
男
性
は
女
性
よ
り
料
理

に
醤
油
や
ソ
ー
ス
を
か
け
る
人

の
割
合
が
多
く
、
男
女
で
比
較

す
る
と
男
性
は
女
性
よ
り
塩
分

を
摂
り
す
ぎ
て
い
る
と
い
う
結

果
も
で
て
い
ま
す
。

　

現
在
中
津
川
市
で
寝
た
き
り

に
な
っ
た
方
の
原
因
と
し
て
、

第
１
位
に
脳
血
管
疾
患
、
第
２

位
に
骨
折
・
転
倒
が
あ
が
っ
て

い
ま
す
。
栄
養
調
査
の
結
果
か

ら
中
津
川
市
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の

不
足
と
塩
分
の
摂
り
す
ぎ
と
い

う
問
題
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

血
管
や
骨
を
丈
夫
に
保
つ
た

め
に
減
塩
と
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂

取
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
　

健
康
推
進
課
・
糸
井

（
緯
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歯
周
病
は
、
歯
を
支
え
て
い

る
ま
わ
り
の
組
織
の
病
気
で

「 
歯
槽
膿
漏 
」
と
よ
ば
れ
て
い

し
そ
う
の
う
ろ
う

ま
し
た
。
し
か
し 
膿 
が
出
て
い

う
み

な
い
段
階
か
ら
も
病
気
が
始

ま
っ
て
い
る
の
で
、
最
近
で
は
、

歯
周
病
と
呼
び
、
初
期
の
頃
か

ら
の
注
意
が
大
切
だ
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
歯
周

病
は
、
歯
と
歯
ぐ
き
（
歯
肉
）

の
境
目
に
た
ま
っ
た
歯
垢
（
プ

ラ
ー
ク
）
に
す
む
、
歯
周
病
菌

の
作
用
に
よ
る
感
染
症
で
す
。

初
期
は
、
歯
ぐ
き
だ
け
に
炎
症

が
起
き
る
「
歯
肉
炎
」
の
状
態

で
す
が
、
重
症
に
な
る
と
歯
と

歯
ぐ
き
の
間
の
溝
（
歯
周
ポ
ケ

ッ
ト
）
が
深
く
な
り
、
歯
槽
骨
、

歯
根
膜
に
ま
で
病
気
が
広
が
っ

て
「
歯
周
炎
」
と
な
り
、
歯
が

グ
ラ
グ
ラ
動
く
よ
う
に
な
り
、

放
っ
て
お
く
と
や
が
て
抜
け
て

し
ま
い
ま
す
。

　

歯
周
病
は
、
痛
み
も
な
く
進

行
す
る
の
で
、
気
づ
く
の
が
遅

れ
、
手
後
れ
に
な
る
場
合
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
歯
肉
炎
の

う
ち
に
、
治
療
を
始
め
れ
ば
歯

磨
き
だ
け
で
も
治
り
ま
す
。
早

期
発
見
、
早
期
治
療
が
大
切
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
定

期
的
に
鏡
で
自
分
の
歯
肉
の
状

態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
習
慣
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

　

次
の
よ
う
な
症
状
が
一
つ
で

も
認
め
ら
れ
た
ら
、
歯
科
医
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

左
へ
い
く
ほ
ど
重
い
症
状
で

す
。

  

　

  
□　

歯
肉
の
色
が
赤
い

  
□　

歯
肉
が
腫
れ
る

  
□　

歯
肉
か
ら
出
血
す
る

  
□　

朝
、
口
の
中
が
粘
る

  
□　

息
が
臭
い

  
□　

歯
が
長
く
見
え
る

  
□　

歯
肉
が
む
ず
が
ゆ
い

  
□　

噛
む
と
痛
い

  
□　

歯
肉
か
ら
う
み
が
で
る

  
□　

歯
が
ぐ
ら
ぐ
ら
す
る

　

健
康
推
進
課
・
勝
（
緯
内
線　

）
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塩
分
の
摂
り
す
ぎ
に
注
意

身
に
つ
け
よ
う
！

　
　
　
　
　

セ
ル
フ
ケ
ア

健
康
長
寿
を
目
指
し
て

カ
ル
シ
ウ
ム
が
足
り
な
い

め
ざ
せ
健
康
長
寿
鎧

6

　

歯
周
病
っ
て

　
　
　
　

ど
ん
な
病
気
？

　
 

平
成　

年
県
民
栄
養
調
査
及
び

12

　
 

平
成　

年
国
民
栄
養
調
査
か
ら

11

歯肉炎…歯肉にのみ
炎症が起きた状態

健康な状態…健康な
歯肉は、淡いピンク
色で硬く引き締まり、
歯の表面にしっかり
と密着しています。
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明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
に
よ

り
、
政
府
は
念
願
の
中
央
集
権

の
行
政
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
そ
こ
で
文
部
省

を
設
置
し
て
学
校
制
度
の
計
画

に
着
手
、
明
治
五
年
八
月
『
学

制
』
を
発
布
し
た
。

　

明
治
初
期
の
学
校
教
育
は
現

在
の
学
校
教
育
と
は
、
随
分
様

子
が
違
っ
て
い
る
。
い
く
つ
か

紹
介
し
よ
う
。

　

学
校
が
授
業
の
流
れ
を
一
年

を
単
位
と
し
て
進
級
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
明
治
十
九
年

か
ら
で
あ
る
。

　

発
布
さ
れ
た
『
学
制
』
第
二

十
七
章
で
は
、「
尋
常
小
学
校
を

分
け
て
上
下
二
等
と
す
。
此
二

等
は
男
女
と
も
必
ず
卒
業
す
べ

き
も
の
と
す
。
」
下
等
小
学
校
は

六
歳
か
ら
九
歳
で
あ
り
、
別
冊

教
則
で
は
八
等
級
の
強
化
内
容

が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
第
四

十
八
章
で
は
「
生
徒
は
諸
学
科

に
於
て
必
ず
其
等
級
を 
蹈 
ま
し

ふ

む
る
こ
と
を
要
す
。
故
に
一
級

毎
に
必
ず
試
験
あ
り
…
以
下

略
」
こ
の
よ
う
な
内
容
が
明
治

初
期
に
実
施
さ
れ
た
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
半
年
が
一
単
位

の
「
等
級
制
」
で
あ
っ
た
。
原

則
的
に
六
月
末
と
十
二
月
末
の

半
年
毎
に
進
級
試
験
が
あ
り
、

合
格
す
る
と
試
験
状
が
渡
さ
れ

た
。

　

小
学
修
了
の
最
終
試
験
を
大

試
験
と
い
い
、
村
の
学
校
役
員

及
び
県
か
ら
任
命
さ
れ
て
い
る

官
員
（
主
に
学
区
取
締
）
臨
席

の
中
で
行
わ
れ
た
。

　

当
時
の
中
津
町
の 
興
風
義
校 

こ
う
ふ
う
ぎ
こ
う

の
学
校
日
誌
に
よ
れ
ば
、
試
験

に
関
し
て
の
記
事
は
明
治
七
年

三
月
か
ら
で
、
そ
の
後
四
月
六

月
九
月
十
二
月
に
行
っ
て
い
る

が
、『
学
制
』
に
よ
る
新
し
い
制

度
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
と
い
う

こ
と
を
考
慮
し
て
、
試
験
回
数

を
多
く
し
て
適
正
な
学
級
づ
く

り
を
図
っ
た
と
推
察
で
き
る
。

　

明
治
十
九
年
布
告
小
学
校
令

で
明
治
二
十
年
か
ら
は
半
年
単

位
の
八
等
級
を
一
年
単
位
の
学

年
制
と
し
て
、
四
箇
年
の
尋
常

小
学
校
に
変
わ
っ
た
。
こ
の
こ

と
は
学
級
編
制
で
二
等
級
分
が

一
学
年
編
成
と
い
う
こ
と
で
教

員
数
の
削
減
と
な
り
、
村
の
教

育
費
削
減
に
役
立
っ
た
。

　

貴
重
な
文
書
と
し
て
明
治
初

期
の
興
風
学
校
監
事
局
日
誌
が

残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
記
事
の

中
か
ら
興
味
あ
る
も
の
を
拾
い

出
し
て
見
よ
う
。
明
治
八
年
の

記
録
か
ら
で
あ
る
。

☆
開
校
式
二
月
二
十
五
日
閉
校

式
十
二
月
二
十
五
日
と
い
う
こ

と
で
、
年
度
で
な
く
年
を
単
位

と
し
て
い
た
。

　

当
時
全
国
的
に
は
八
月
な
い

し
九
月
始
ま
り
が
多
か
っ
た
。

☆
長
期
の
休
み
は
年
末
か
ら
で

厳
冬
期
で
あ
っ
た
こ
と
。

☆
毎
月
の
一
と
六
の
日
が
休
日

で
あ
っ
た
こ
と
。
た
だ
し
、
三

十
一
日
は
出
校
日
だ
っ
た
。

☆
進
級
に
係
わ
る
定
期
試
験
六

月
末
、
十
二
月
末
。　
  

以
上

　

市
史
に
関
す
る
資
料
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
市
史
編
さ
ん
室
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

市
史
編
さ
ん
室
・
小
松

　
　
　
　

（
緯
内
線　

）
590

新
寝
た
き
り
高
齢
者
ゼ
ロ
作
戦

普
及
啓
発
推
進
事
業

―
高
齢
者
調
査
結
果
報
告
允
―

　
　

　

閉
じ
こ
も
り
の
原
因
と
し
て
、

心
理
的
要
因
の
関
与
も
大
き
い

と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
調
査
結
果
で
は
、
家
か
ら

外
に
出
る
の
に
不
安
が
あ
る
と

回
答
し
た
の
は
、
男
性
で
は　
15

％
、
女
性
で
は　

％
で
、
家
か

22

ら
外
に
出
る
こ
と
に
不
安
が
あ

る
人
に
閉
じ
こ
も
り
の
傾
向
が

み
ら
れ
ま
し
た
。
不
安
の
内
容

と
し
て
「
足
・
腰
・
膝
な
ど
の

体
調
不
良
」
「
階
段
・
段
差
が
あ

る
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

家
か
ら
外
へ
出
る
こ
と
の
不

安
の
原
因
と
し
て
、
こ
の
よ
う

に
階
段
・
段
差
が
あ
る
こ
と
や
、

坂
道
が
多
い
こ
と
が
一
部
の
高

齢
者
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
心
理
面
で
の
不
安
を
除
去

す
る
よ
う
な
支
援
が
不
可
欠
と

思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ

ま
な
環
境
要
因
か
ら
く
る
制
約

も
、
閉
じ
こ
も
り
の
原
因
と
し

て
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

高
齢
者
の
外
出
行
動
を
み
て

み
る
と
、
遠
距
離
外
出
時
の
交

通
手
段
は
、
男
性
は
「
自
家
用

車
（
自
分
で
運
転
）」
、
女
性
で

は
「
バ
ス
」「
人
に
乗
せ
て
も
ら

う
（
我
が
子
な
ど
）
」
こ
と
が
多

く
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど
「
人
に

乗
せ
て
も
ら
う
」「
タ
ク
シ
ー
利

用
」
の
回
答
が
増
え
て
い
ま
す
。

公
共
交
通
機
関
の
利
用
の
し
や

す
さ
に
つ
い
て
は
４
割
の
人
が

「
利
用
し
に
く
い
」
と
回
答
し

て
お
り
、　

歳
以
上
の
高
齢
者

85

で
は
過
半
数
が
「
利
用
し
に
く

い
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
理

由
と
し
て
「
バ
ス
停
が
遠
い
」

「
バ
ス
・
鉄
道
の
本
数
が
少
な

い
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
バ
ス
停
が
遠

か
っ
た
り
本
数
が
少
な
い
た
め

に
、
公
共
交
通
機
関
が
利
用
し

に
く
い
と
感
じ
る
人
に
外
出
頻

度
が
少
な
く
な
る
と
い
う
結
果

で
し
た
。
こ
の
こ
と
も
、
環
境

要
因
が
閉
じ
こ
も
り
と
関
連
す

る
事
実
を
示
し
て
い
る
と
い
え

ま
す
。

　
　

基
幹
型
在
宅
介
護
支
援

　
　

セ
ン
タ
ー
か
や
の
木
・
張
山

　
　
　

（
緯
内
線　

）
603

　

明
治
初
期
の
学
校
教
育
と

　

中
津
川

明治初期の興風義校

No.12



燃えないごみ収集日

8

資源回収(11月) ごみ減量美化推進課
緯 内線133

市 役 所
緯 66―1 1 1 111月30日 晶緯内線 114

市民保険課
国民健康保険（第７期納期限）

緯内線 116国  民  年  金 （11月分納期限）

納期限のご案内

実施団体回収日

中央区3日松
第二中学校4日掌
西幼稚園・北野減量グループ5日捷
坂本幼稚園6日昇
中央区10日松
中央区17日松
中央区24日松
落合保育園、小・中学校合同25日掌
老人クラブ昭和会28日昌

12　月
区　　　　名

11　月

不燃物資 源
ご み不燃物資 源

ご み

181410区・11区・12区・新町区・一色区209

181114区・16区・中央区2013

528
17区・18区・東18区・銭亀区・松田区
子野区・24区・雇用促進３区・丸山団地区
丸山警察官舎・鉄官区

730

206東７区・西７区・８区・９区・昭和区158

1912
19区・実戸区・中村区・尾鳩区・21区
雇用促進２区

2114

175
手賀野上区・１区・２区・雇用促進１区
会所ヶ丘区・３区・４区・５区・６区

197

326
後田区・松源寺区・大峡区・共栄区
西ヶ丘区・大平区・山手区・桃山区・23区

528

2621苗木地区2816

2713坂本千旦林地区2922

2419坂本茄子川地区2621

127落合・神坂地区142

104阿木地区126

清掃センター　　
緯 66-2544

 問い合わせ先 場　　所 時　　間開　催　日種　　類

広報広聴課 （緯内線305）市役所1-2会議室９：00～12：00
毎週金曜日市 政 特 別 相 談

9日画行 政 相 談

市民保険課 （緯内線103）健康福祉会館３階
子ども家庭相談室

13：30～16：007日我（第1水曜日）
人 権 相 談

法務局総務課
　　　       （緯66-1554）

岐阜地方法務局中津
川支局　４階相談室９：00～16：00毎週火・木曜日（要予約）

※常駐人権擁護委員が相談を受けます。

障害援護課 （緯内線618）
健康福祉会館３階
第２研修室

10：30～12：00
リオネット　  8日牙
東海補聴器　 12日俄
ナショナル  　  22日牙

補 聴 器 巡 回 相 談

教育相談室（緯65-1166）
教育相談室
かやの木教室

９：00～15：00毎週月～金曜日(要予約) 教 育 相 談

少年センター
　　　       （緯62-3066）緯65-343314：00～17：00毎週月・水・金曜日青少年の悩みごと

電 話 相 談

各  園
市内公・私立保育園

開催日時が各園で異なります。直接お問い合わ
せください。

乳幼児子育て相談
公立幼稚園

児童家庭課（緯内線614）
児童家庭課10：00～16：00

毎週月・火・木・金曜日母 子 家 庭 相 談

児童家庭課（緯内線613）毎週月・火・水・金曜日家 庭 児 童 相 談

都市整備課（緯内線205）市役所1-2会議室10：00～16：00毎月第2水曜日住まいづくり相談

サンライフ中津川
                （緯66-1357）

サンライフ中津川
職業相談室

８：30～17：00
毎週月～金曜日
(第3火曜日を除く)

Ｕターン希望者・
中高年齢職業相談

中津川市高齢者職業相談室
　             （緯66-8316）

中央公民館
４階相談室

９：00～16：00毎週月・水・金曜日高 齢 者 職 業 相 談

社会福祉協議会
　　　　   （緯内線634）

健康福祉会館３階
子ども家庭相談室

13：00～15：30毎週月曜日心 配 ご と 相 談

13：00～　　　
21日我　（先着16名）
※１週間前の水曜日から電話ま
　たは窓口で予約受付。

無 料 法 律 相 談

市民相談開催日(１１月) ※相談はすべて無料です。
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当
市
は
、
東
海
地
震
に
係
わ

る
大
規
模
地
震
特
別
措
置
法
に

基
づ
く
「
地
震
防
災
対
策
強
化

地
域
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
本
年
６
月
、

国
の
中
央
防
災
会
議
・
東
海
地

震
に
関
す
る
専
門
調
査
会
か
ら

想
定
震
源
域
が
最
大
西
へ　

娃
50

移
動
し
、
面
積
も
約　

％
拡
大

20

す
る
と
発
表
さ
れ
る
な
ど
東
海

地
震
に
係
わ
る
情
報
も
現
実
味

を
帯
び
て
き
ま
し
た
。

　

今
私
た
ち
市
民
が
一
番
知
り

た
い
「
い
つ
ご
ろ
東
海
地
震
は

起
こ
る
の
？
」
と
い
っ
た
テ
ー

マ
で
防
災
講
演
会
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。
多
数
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

日
時　
　

月　

日
峨

11

27

　
　
　
　

時　

分
〜

18

30

場
所　

健
康
福
祉
会
館
４
階

　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

講
師　

入
倉　

孝
次
郎
氏　
　

　

（
京
都
大
学
教
授
・
京
都
大
学
防

　

災
研
究
所
長
・
日
本
地
震
学
会
会

　

長
）

　

現
代
社
会
に
お
い
て
、
国
民

年
金
を
は
じ
め
と
す
る
国
が
運

営
す
る
公
的
年
金
は
、
遠
い
将

来
の
長
い
老
後
の
生
活
費
の
基

本
部
分
を
約
束
で
き
る
唯
一
の

も
の
で
す
。
ま
た
、
老
後
だ
け

で
な
く
、
ケ
ガ
や
病
気
で
障
害

者
に
な
っ
た
と
き
に
は
障
害
基

礎
年
金
が
、
死
亡
し
た
時
に
は

遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

今
年
も
社
会
保
険
事
務
所
と

共
催
で
、
各
地
区
で
年
金
相
談

を
行
い
ま
す
。
年
金
に
関
す
る

こ
と
な
ら
ど
ん
な
こ
と
で
も
結

構
で
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
も
取
り
扱
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　

市
民
保
険
課
国
民
年
金

　
　

グ
ル
ー
プ　
 

（
緯
内
線　

）
111

　
　

月
か
ら
国
民
健
康
保
険
団

10
体
連
合
会
で
は
、
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
方
を
対
象

に
、
出
産
に
要
す
る
費
用
（
医

療
機
関
へ
の
支
払
い
に
係
る
も

の
）
の
貸
付
制
度
を
開
始
し
ま

し
た
。

貸
付
対
象
者　

妊
娠
４
カ
月
以

　

上
で
出
産
に
要
す
る
費
用
を

　

医
療
機
関
か
ら
請
求
さ
れ
て

　

い
る
方
で
、
国
民
健
康
保
険

　

料
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

貸
付
額　

１
〜　

万
円

24

貸
付
方
法　

医
療
機
関
の
指
定

　

口
座
へ
の
振
込

貸
付
利
率　

無
利
子

返
済
方
法　

出
産
育
児
一
時
金

　

か
ら
差
引
し
返
済

申
し
込
み
窓
口　

市
民
保
険
課

　
　

市
民
保
険
課
保
険
グ
ル
ー
プ

（
緯
内
線　

）
112

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
職
場
に

お
け
る
労
働
条
件
そ
の
他
の
労

働
関
係
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
の
紛
争
を
、
無
料
で
迅
速
か

つ
適
正
に
解
決
す
る
た
め
の
援

助
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

「
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
た

め
の
各
種
情
報
提
供
、
労
働
局

長
に
よ
る
助
言
・
指
導
、
紛
争

調
整
委
員
会
に
よ
る
あ
っ
せ
ん

を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

岐
阜
労
働
局
総
務
部
企
画
室

　

緯
０
５
８
‐　

‐
８
１
２
４

245

　

恵
那
労
働
基
準
監
督
署

　

緯
０
５
７
３
‐　

‐
２
１
７
５

26

　

県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
る
「
岐
阜
県
最

低
賃
金
」
が　

月
１
日
か
ら
改

10

正
さ
れ
ま
し
た
。
改
正
後
の
最

低
賃
金
は
日
額
５
千
３
３
７
円

（
改
正
前
５
千
３
０
２
円
）
、

時
間
額
６
６
８
円
（
改
正
前
６

６
３
円
）
で
す
。

　

な
お
、
最
低
賃
金
に
反
す
る

労
働
契
約
は
無
効
と
さ
れ
、
最

低
賃
金
額
と
同
額
の
定
め
と
し

た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
左
記
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

岐
阜
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

緯
０
５
８
‐　

‐
８
１
０
４

245

  
「
出
産
費
資
金
貸
付
制
度
」

　

が
で
き
ま
し
た

　

岐
阜
県
最
低
賃
金
の
改
正

　10月１日から11月30日まで

「麻薬・覚せい剤乱用防止運動」

　

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し

な
ど
の
犯
罪
の
被
害
に
合
い
、

警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、

検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し

て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不

満
を
お
持
ち
の
方
の
た
め
に
検

察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
費
用
は

無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

岐
阜
地
方
裁
判
所
内
多
治
見
支
部

　

多
治
見
検
察
審
査
会
事
務
局

　

緯
０
５
７
２
‐　

‐
０
６
９
８

22

 　

防
災
講
演
会
を
開
催

　身を滅ぼす薬物等に手を出さないよう
にしましょう。
「一度でも　はまると落ちる　 薬 地獄」

やく

　平成13年全国地域安全運動の標語募集で入
選した、今井泰斗君（第二中学校１年）　の
作品　　 　　　　 健康推進課（緯内線622）

年
金
相
談
日
時
・
場
所

11月

５
日
俄

６
日
峨

７
日
我 　

時
10

〜　

時
12

　

時　

分

13

30
〜　

時
16

　

時
10

〜　

時
12

　

時　

分

13

30
〜　

時
16

　

時
10

〜　

時
15

阿
木
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

坂
本
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

苗
木
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

落
合
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

中
央
公
民
館

   
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
で

　

お
困
り
の
方
へ

　

個
別
労
働
関
係
紛
争

　

解
決
制
度
が
ス
タ
ー
ト

   
―　

・　

月
は

10

11

　
 

国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
―

　

各
地
区
で

　

年
金
相
談
所
を
開
設

講　師

入倉　孝次郎氏

　

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
随

　

検
察
審
査
会
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来
春
、
市
内
の
保
育
園
へ
入

園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
の

表
を
参
考
の
う
え
、
児
童
家
庭

課
ま
た
は
各
保
育
園
で
入
所
申

込
書
を
受
け
取
り
、　

月
1
日

11

牙
〜　

月　

日
俄
ま
で
に
同
課

11

26

か
、
入
園
を
希
望
す
る
保
育
園

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
児
の
生
年
月
日

３
歳
以
上
児　

平
成
８
年
４
月

　

２
日
〜　

年
４
月
１
日

11

１
・
２
歳
児　

平
成　

年
４
月

11

　

２
日
〜　

年
４
月
１
日

13

０
歳
児　

平
成　

年
４
月
２
日

13

　

〜　

年
２
月
３
日

14

保
育
時
間

平　

日　

８
時
〜　

時
16

土
曜
日　

８
時
〜
正
午

長
時
間
保
育
（
全
園
で
実
施
）

　

保
護
者
の
勤
務
時
間
等
に
よ

り
長
時
間
保
育
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
平
日
は
７
時　

分
か
ら

45

　

時
ま
で
、
土
曜
日
は
７
時　

18

45

分
か
ら　

時
ま
で
保
育
し
ま
す
。

13

延
長
保
育
（
私
立
保
育
園
で
実

施
・
別
料
金
）
土
曜
日
を
除
き

　

時
ま
で
保
育
し
ま
す
。

19一
時
保
育
（
さ
く
ら
、
西
保
育

園
で
実
施
・
別
料
金
）
保
護
者

が
傷
病
・
看
護
・
冠
婚
葬
祭
等

で
児
童
を
家
庭
で
保
育

で
き
な
い
場
合
、
一
時
的

に
保
育
し
ま
す
。

入
園
要
件

　

児
童
の
保
護
者
等
の

勤
務
（
内
職
、
農
業
等
を

含
む
）
、
病
気
、
看
護
、

出
産
予
定
等
の
理
由
で

家
庭
で
の
保
育
が
で
き

な
い
方
。

　

申
込
み
児
童
数
が
、
入

園
児
童
の
枠
を
超
え
た

場
合
に
は
、
希
望
す
る
園

に
入
園
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
児
童
家

庭
課
ま
た
は
各
保
育
園

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　

児
童
家
庭
課
・
永
野

（
緯
内
線　

）
613

対
象
者

①
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
に

　

新
た
に
戦
傷
病
者
等
の
妻
に

　

な
ら
れ
た
方
で
あ
っ
て
、
平

　

成　

年
４
月
１
日
に
お
い
て

13

　

戦
傷
病
者
で
あ
る
夫
が
第
５

　

款
症
以
上
の
増
加
恩
給
等
を

　

受
け
て
い
る
方

②
平
成
８
年
５
月
に
最
終
償
還

　

を
迎
え
た
「
戦
傷
病
者
等
の

　

妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
」

　

の
受
給
権
を
取
得
し
た
妻
で

　

あ
っ
て
、
戦
傷
病
者
等
で
あ

　

る
夫
が
平
成
５
年
４
月
１
日

　

〜
平
成
８
年
９
月　

日
ま
で

30

　

の
間
に
公
務
傷
病
以
外
の
原

　

因
（
一
般
の
傷
病
）
に
よ
り

　

亡
く
な
ら
れ
た
方

支
給
内
容

①
の
方　

国
債
額
面　

万
円

15

（
軽
症
者
は
７
万
５
千
円
）

②
の
方　

国
債
額
面
５
万
円

　

※
い
ず
れ
も
５
年
償
還

請
求
期
間

　

平
成　

年　

月
１
日
〜
平
成

13

10

　
　

年
９
月　

日
ま
で

16

30

請
求
窓
口

　
　

障
害
援
護
課
・
早
川

（
緯
内
線　

）
617

　

県
で
は
、
生
活
環
境
保
全
林

の
花
や
動
物
な
ど
に
関
す
る
情

報
の
提
供
や
改
善
意
見
の
提
案

な
ど
の
活
動
を
行
う
「
森
の
楽

園
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

要
件　

平
成　

年
３
月
ま
で
の

14

　

期
間
に
月
４
回
以
上
の
情
報

　

を
県
に
提
供
す
る
こ
と

資
格　

中
学
生
以
上
で
イ
ン
タ

　
 

ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

　

情
報
発
信
可
能
な
方　

等

募
集
人
員　
　

名
56

応
募
期
限　
　

月　

日
牙

12

20

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
基
盤
整
備
部
治
山
林
道
課
治
山
係

緯
０
５
８
‐　

‐
１
１
１
１

272

  
戦
傷
病
者
の
妻
の
み
な
さ
ん
へ

　

特
別
給
付
金
が

　

支
給
さ
れ
ま
す

 
「
森
の
楽
園
（
生
活
環
境
保　

　

全
）
サ
ポ
ー
タ
ー
」
募
集

　

保
育
園
児
の
入
園
案
内

一時
保育

延長
保育

長時間
保育

対象児
定員所在地園　　名

障害児３歳
以上

３歳
未満

○○○１１０東宮町3-29
一 色

公　
　

立

緯66-1330

○○○９０本町4-2-18
中 津 川
緯66-1264

○○○８０中津川2906-1
小 鳩
緯66-1537

○○○９０中川町3-36
北 野
緯66-1501

○○１２０苗木1610-3
苗 木
緯66-1538

○○９０茄子川692-12
坂 本
緯68-2224

○○９０落合936-1
落 合
緯69-3527

○○７０阿木107-1
阿 木
緯63-2341

○○○○４５中津川2358-4
さ く ら

私　
　

立

緯66-5130

○○○○４５中津川1250-6
東 さ く ら
緯66-1213

○○○○○８０駒場2416
西

緯66-3189

○○○○１２０茄子川1983-15
め ぐ み
緯68-5157

○○○○４５苗木4596-7
の ぞ み
緯67-2327

○○○４０中津川2654-1
か や の 木
緯66-1533

「たしかめて。火をけしてから、つぎのこと」― 秋季火災予防運動　11月９日から ―
独居高齢者宅の防火訪問診断、市内小・中学生による防火ポスター展示など｡
期間中の午後7時から一分間サイレンを吹鳴して防火の啓蒙に努めます。

中津川市女性議会
テーマ「女性の視点からみた21世紀の

本市のまちおこし、人づくり」
　５つの委員会に分かれて市長をはじめ
市の執行部と意見交換する女性議会を開
催します。ぜひ傍聴に来てください。
日時：11月12日（月）　13時～
場所：健康福祉会館４階多目的ホール　
問い合わせ先
元気都市中津川のまちおこし実行委員会
古橋　隆子（緯65-3839）


